
令和８年度 事 業 計 画 

 

１ 全体事業 

《重点項目》 

Ⅰ 柏崎市民が生涯にわたり安心感、生きがい感や達成感を得られるよう、シルバー事業を推

進する。 

 

Ⅱ 会員数の増加と就業機会の拡大を重点目標として位置づけ、柏崎市シルバー人材センター

の持続的な発展を図る。 

 

Ⅲ 労働災害ゼロに向けて、衛生委員会、安全衛生部会が主体となり会員の安全就業、健康管

理を推進する。 

 

《具体的な取り組み》 

 

⑴ 健全財政の維持 

収支のバランスを保ち、各事業の費用対効果を常に検証しながら健全な財政運営に努める。 

⑵ 法令遵守・コンプライアンスの徹底 

関係機関（新潟労働局、新潟県、柏崎市）の指導に基づき適切な契約処理を行い、労働法

規・個人情報保護・コンプライアンスに関する教育も継続的に実施する。 

⑶ 補助金・助成金の適正活用 

国、市からの補助金、補助事業等を積極的に活用するとともに、適正な執行管理と報告体

制を整備する。 

⑷ ＩＣＴ（情報通信技術）投資と業務効率化 

帳票類のデジタル化、ＤＸ（デジタル技術の活用）推進を計画的に行い、ペーパーレスと

生産性向上による費用削減を図る。 

⑸ 入会説明会の充実 

入会促進に繋がる説明会の質の向上に努め、センターの魅力・就業機会・生きがいを丁寧

に伝えるとともに、町内会等への会員募集、業務受注に関する説明などを随時実施する。 

⑹ 広報・情報発信の強化 

マスメディアへの各種情報の提供、イベント会場でのチラシ配布、ホームページ、ＳＮＳ

（情報発信ツール）による積極的な情報発信を行い、センターの活動内容の周知と新規会員

の獲得を図る。 

 



 ⑺ 調査研究結果の有効活用 

入会促進とシルバー人材センターでの就業の有効性をＰＲするため、令和８年１月に公表

された「シルバー人材センター会員等の介護予防効果に関する調査研究」結果（シルバー人

材センターでの就業がフレイルの抑制に効果がある）を市民、関係機関・団体などへ周知す

る。 

⑻ 請負・委任事業 

一般家庭、事業所、官公庁などから受注している清掃、施設管理、軽作業等の既存業務の

継続と新規受注の拡大を目指す。 

⑼ 労働者派遣事業 

保育、介護、製造業などの人材不足分野を中心に、就業可能な人材の掘り起こしを推進し、

就業機会の拡大に努める。 

⑽ 有料職業紹介事業 

会員のスキル、経験などを活かせる業務をマッチングして職業紹介を行うなど、多様な働

き方を支援する。 

⑾ 介護・生活支援事業 

介護保険法に基づく指定居宅サービス事業および日常生活支援総合事業を推進し、買い物

支援、ゴミ出し支援、除雪などの高齢者生活支援も関係諸団体と連携して展開する。 

⑿ シルバーふれあいサロンやまゆり 

多くの受賞歴を誇る地域密着型サロンとして、会員、市民、商店街との連携をさらに深め、

活発な運営を継続・充実させる。 

⒀ 衛生委員会・安全衛生部会の運営 

事故ゼロを目標に、衛生委員会・安全衛生部会を主体とした安全管理体制を維持・強化し、

発生事故の検証と再発防止策の共有を徹底する。 

⒁ 就業先パトロールの実施 

定期的な就業先パトロールにより危険箇所の事前確認・改善を行い、労働災害ゼロを目指

す。 

⒂ 安全就業研修の充実 

新入会員の安全就業教育を徹底するとともに、職種別安全就業マニュアルを活用した研修

や職群班安全研修会（年１回）を実施し、熱中症・感染症予防対策の周知も徹底する。 

⒃ 会員の健康管理の推進 

会員、特に高齢会員の健康状態を把握し、無理のない就業ができるよう個別対応と相談支

援を推進する。 

⒄ ワークプラザ柏崎の管理運営 

柏崎市から指定された施設管理者として、稼働率の向上を意識し、適切で効率的な管理運

営を行う。 

 



２ 組織活動 
 

《理 事 会》 

 ４カ月を超える間隔で２回以上開催 

 

《広報広聴部会》 

１ 「シルバーだよりかしわざき」の発行（年２回） 

・ 第１３１号（令和８年６月発行）  ８ページ 

・ 第１３２号（令和９年１月発行） １２ページ 

⑴ 編集方針 

ア 「シルバーだよりかしわざき」の見やすい、親しみのある会報を目指す（読みやすく写

真を多く掲載）。 

イ 事務局・理事会の動き、事業計画・報告、シルバーのお仕事紹介、みんなの写真コーナ

ー、クイズコーナー、部会活動の紹介、シルバー人材センター事業のＰＲなど 

ウ 「みんなの写真コーナー」の募集、「わたしたちこんなことしました」で話題を広げる等

のチャンス作りの場とする。 

⑵ 「シルバーだよりかしわざき」の周知 

ア ホームページに掲載する。 

 イ 発行について、ＳＮＳで発信する。 

 ウ 公共施設に設置する。 

 

２ メディア活用 

情報収集及び発信 

 

３ 周知活動 

フレンドショップの情報提供 

 

《企画推進部会》  

１ 会員研修会の実施 

定時総会時に会員向け研修会を企画・実施する。 

 

２ クリーン作戦の実施 

   全会員に呼びかけ、１０月にＰＲを兼ねた清掃ボランティア活動を企画・実施する。 



３ 会員募集・普及啓発ＰＲの実施 

１０月を中心にシルバー世代の方が集まるイベントでの会員募集活動を実施する。 

 

４ 会員研修旅行の実施 

   前年度実施した会員研修旅行でのアンケートを参考に日程、旅行先を検討し、企画・実施

する。 

 

５ 生活に役立つ講習会と会員忘年会の開催 

   会員のためになる講習会と、楽しんでもらえる会員忘年会を企画・実施する。 

 

《安全衛生部会》 

 

--実施計画-- 

令和８年度のテーマは、「慣れた作業の危険予知 無事故の継続安全作業」とする。 

   会員の多くは、日頃から作業内容を十分に理解した上で業務に従事しているが、一方で、

慣れ親しんだ作業や日常的に行っている業務ほど、安全に対する意識が低下しやすく、慣れ

から生じる油断が事故につながるおそれがある。 

このため、現場における定期的な点検の実施や、危険予知活動への意識を改めて高めるこ

とを目的として、啓発活動を推進する。 

 これらの取組を通じて、会員一人ひとりの安全意識の向上を図り、無事故で年度を終えら

れるよう、組織全体としての安全意識の強化を目指す。 

 

１ 組織を生かした意識啓発 

⑴ 安全・適正就業推進委員への協力要請 

職群班に所属している会員を対象とした安全研修会（３月）の実施  

⑵ 安全衛生部会の開催（適宜） 

ア 安全パトロール結果の検証 

イ 安全対策についての検証 

ウ 事故発生時の対応 

⑶ 職群班ごとに安全担当会員を選出し、自己管理を推進 

 

２ 主な安全就業対策 

⑴ 作業前朝礼の実施と事前点検（安全・適正ミーティングチェックシートの活用徹底） 

⑵ 指さし呼称の徹底 

⑶ 機械器具、安全保護具の点検整備、装着点検（安全就業パトロール時に実施） 

⑷ 就業現場の総点検 



安全就業パトロールを各班及び個人に年２回実施、なるべく事前に告知せずに行う。 

⑸ 安全衛生部会による事故調査並びに再発防止の周知徹底 

重篤事故時は専門家に依頼 情報を共有する。 

⑹ 高齢者運転事故防止に向けての安全運転講習会及び運転診断の実施 

⑺ 安全通信の製作配布 

⑻ 熱中症、安全運転、転倒防止などの強化月間の設置 

 

３ 安全・適正就業強化月間の取り組み 

⑴ 安全意識啓発のための注意喚起 

⑵ 資料配布 

⑶ 安全・適正就業推進研修会（県連合主催）への参加 

 

４ 会員の健康管理について 

⑴ 職群班毎に救急箱及び医薬品等の提供 

⑵ 血圧計、ヘルスメーター、視力測定等による健康管理の推進 

⑶ 市民検診、個人検診による健康管理の推進 

 

５ その他の啓発活動 

⑴ 声掛け運動の実施 

    朝礼時に声出し運動シートを全員で唱和し、指差呼称を実施する。 

⑵ ヒヤリ・ハット報告書の募集および共有 

⑶  安全掲示板の設置 

    事故発生状況および無事故継続日数を掲示する。 

⑷ 安全就業シールの配布 

⑸ 安全意識の高い班への安全マーク（★）の発行 

⑹ 情報の共有化 

    事故状況や外部からの注意喚起文書等を速やかに周知徹底する。 

⑺ 安全就業通信の全会員への配布（年２回） 

⑻ 熱中症や凍結・転倒防止等、季節に応じた注意喚起の実施（適宜） 

⑼ 職群班への熱中症予防用塩分タブレット配布 

⑽ 熱中症のおそれのある者に対する処置のフローチャート配布 

⑾ 「安全就業必携ハンドブック」の常時携帯および活用の徹底 

⑿ 令和８年度テーマ「慣れた作業の危険予知 無事故の継続安全作業」シールを職群班所属会

員へ配布 

⒀ 就業先の明確化（家族への就業先の明示） 

 



《女性活躍部会》   

 

１ 新規女性会員獲得のためのＰＲ活動の実施  

⑴ リーフレットをイベント会場で配布したり、公共施設等へ設置を依頼する。 

⑵ シルバーだより・ホームページ・インスタグラムで女性会員の就業や講習会の様子を発信

し、女性の入会促進を図る。 

⑶ 未入会の方でも参加できる講習会を実施し、入会促進に繋げる。 

 

２ 会員向けのスキルアップに関する講習会の実施 

 

３ 「やまゆり」の運営に協力できるような、手作り小物の検討・試作 

  

４ サークル活動や講座を企画し、女性会員同士の交流の場の提供 

 

３ ワークプラザ柏崎 

⑴ 利用者サービスの向上  

接客サービス業としての使命を自覚し、親切・丁寧な対応を徹底するとともに、利用者の立

場に立ったサービス提供を通じて満足度の向上に努める。 

⑵ 施設利用の促進 

 各種講座の開催や秋季の音楽イベントを実施するほか、昨年度好評だった終活セミナーを引

き続き開催し、多くの市民に施設を活用してもらえる機会づくりを進める。 

⑶ 安全・衛生管理の徹底 

 館内の定期清掃・設備点検を継続し、市民が安心して利用できる安全で衛生的な施設環境の

維持に努める。 

⑷ 付加価値サービスの充実 

 館内での野菜販売を継続するとともに、空きスペースを活用したコワーキングスペースの周

知・広報を強化し、利用促進を図る。 

⑸ 経費の効率的な執行 

 物価高騰等に対応するため、光熱費をはじめとする各種運営コストの見直しを継続し、サー

ビスの質を維持しながら一層の経費削減に取り組む。 

 


